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第
一
節　

研
究
動
員

（
一
） 

科
学
振
興
政
策
と
大
学

　

文
部
省
は
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
度
か
ら
各
大
学
の
工
学
部
・
理
学
部
の
収

容
人
員
を
増
加
し
、
官
立
工
業
専
門
学
校
、
中
等
工
業
学
校
で
も
拡
充
が
行
わ
れ
た
。

高
等
工
業
学
校
第
二
部
が
六
校
に
設
置
さ
れ
、
昼
間
と
同
じ
く
「
徴
兵
猶
予
の
恩
典
」

が
あ
っ
た
。

一
九
四
二
年
一
月
に
学
徒
勤
労
動
員
令
が
出
さ
れ
、
翌
年
六
月
に
は
「
学
徒
戦
時

動
員
体
制
確
立
要
綱
」
を
閣
議
決
定
し
た
。「
第
一　

方
針
」
で
「
勤
労
動
員
ヲ
強
化

シ
テ
学
徒
尽
忠
ノ
至
誠
ヲ
傾
ケ
其
ノ
総
力
ヲ
戦
争
増
強
ニ
結
集
セ
シ
メ
ン
ト
ス
。」
と

さ
れ
、「
第
二　

要
領
」
の
「
二
、
勤
労
動
員
ノ
強
化
」
の
中
で
、「
学
徒
ヲ
シ
テ
挺

身
国
家
緊
要
ノ
業
務
ニ
従
事
セ
シ
メ
［
中
略
］
食
糧
増
産
、
国
防
施
設
建
設
、
緊
急

物
資
生
産
、
輸
送
力
増
強
等
ニ
其
ノ
重
点
ヲ
指
向
シ
之
ガ
積
極
強
力
ナ
ル
動
員
ヲ
図

ル
コ
ト
」
と
さ
れ
た
（
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
編
纂
会
編
『
近
代
日
本
教
育
制
度

史
料
』
第
七
巻
、
講
談
社
、
一
九
五
六
年
、
二
四－

二
五
頁
）。

「
科
学
研
究
要
員
ト
シ
テ
ノ
学
徒
ニ
対
シ
勤
労
動
員
除
外
ノ
件
」
が
九
州
帝
国
大
学

と
文
部
省
科
学
局
研
究
動
員
課
長
と
の
間
で
申
請
が
行
わ
れ
、「
指
導
教
授
氏
名
」
お

よ
び
「
題
目
及
び
研
究
番
号
」
を
附
し
た
回
答
が
あ
っ
た
。
医
学
部
・
工
学
部
・
理

学
部
・
農
学
部
の
戦
時
生
産
や
食
料
増
産
に
関
す
る
研
究
に
従
事
す
る
学
徒
が
、
工

場
な
ど
で
の
勤
労
動
員
の
義
務
を
免
れ
、
指
導
教
授
の
下
で
研
究
補
助
に
従
事
す
る

こ
と
が
で
き
た
。（『
戦
時
関
係
書
類
』（
自
昭
和
十
七
年
一
月　

至
昭
和
二
十
年
十
一

月
）
九
州
大
学
大
学
文
書
館
所
蔵
）

一
九
四
三
年
八
月
二
〇
日
の
閣
議
決
定
「
科
学
研
究
ノ
緊
急
整
備
方
策
要
綱
」
で

は
「
第
一　

方
針
」
で
「
大
学
其
ノ
他
科
学
研
究
機
関
ニ
於
ケ
ル
科
学
研
究
力
ヲ
戦

争
ノ
現
段
階
ニ
於
テ
最
高
度
ニ
集
中
発
揮
セ
シ
メ
、
科
学
ノ
飛
躍
的
向
上
ヲ
図
リ
、

戦
力
ノ
急
速
増
強
ニ
資
ス
ル
為
、
之
ガ
体
制
ヲ
速
カ
ニ
整
備
ス
」
と
記
さ
れ
、「
第
二　

要
項
」
で
は
、「
一
、
大
学
其
ノ
他
科
学
研
究
機
関
ニ
於
ケ
ル
科
学
研
究
ハ
大
東
亜
戦

争
ノ
遂
行
ヲ
唯
一
絶
対
ノ
目
標
ト
シ
テ
強
力
ニ
之
ガ
推
進
ヲ
図
ル
」
と
さ
れ
、「
三
」

の
中
で
「
直
接
戦
力
増
強
ニ
資
ス
ル
研
究
」
に
つ
い
て
は
陸
海
軍
な
ど
の
「
要
望
ニ

【
資
料
紹
介
】
第
三
章　

学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
と
敗
戦
（
一
九
四
一
～
一
九
四
五
）

三

輪

宗

弘

第
一
節　

研
究
動
員　

―
九
州
大
学
百
年
史
か
ら
―
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基
ヅ
キ
之
ニ
協
力
ス
ル
」
も
の
と
さ
れ
、「
密
接
不
可
分
ナ
ル
基
礎
的
研
究
ニ
関
シ
テ

ハ
各
種
研
究
機
関
独
自
ノ
性
格
及
ビ
機
能
ヲ
最
高
度
ニ
発
揮
セ
シ
ム
之
ガ
タ
メ
其
ノ

担
当
ス
ベ
キ
」「
研
究
機
関
及
研
究
者
ヲ
計
画
的
ニ
動
員
ス
」
と
述
べ
、
基
礎
的
研
究

の
意
義
に
つ
い
て
も
明
記
し
た
。
ま
た
制
度
面
の
措
置
に
関
し
て
は
「
第
三　

措
置
」

の
「
一
」
の
中
で
、「
学
術
研
究
会
議
ノ
機
構
ヲ
整
備
強
化
」
ス
ル
ト
共
ニ
、
之
ニ
科

学
研
究
動
員
ニ
関
ス
ル
特
別
委
員
会
ヲ
設
置
シ
」、「
大
学
其
ノ
他
主
要
研
究
機
関
ニ

夫そ
れ
ぞ
れ々

之
ト
連
絡
ア
ル
科
学
研
究
動
員
ニ
関
ス
ル
委
員
会
」
を
設
置
さ
せ
て
、
文
部
省

は
「
両
者
ヲ
活
用
シ
学
理
研
究
力
ノ
集
中
発
揮
ニ
当
リ
其
ノ
他
科
学
ノ
飛
躍
的
向
上

ニ
必
要
ナ
ル
行
政
的
措
置
ヲ
行
フ
」
と
記
さ
れ
た
。「
二
」
で
「
緊
要
研
究
ニ
従
事
ス

ベ
キ
要
員
ニ
付
テ
ハ
専
心
研
究
ニ
従
事
セ
シ
ム
ル
如
ク
、
軍
ノ
服
務
ニ
関
シ
適
当
ナ

ル
措
置
ヲ
講
ズ
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
「
備
考
」
で
「
軍
服
務
ニ
関
シ

テ
関
係
庁
ニ
於
テ
速
カ
ニ
具
体
的
方
途
ヲ
考
究
ス
」
と
付
記
さ
れ
た
（
以
上
、
資
料

編
Ⅰ－

三
二
六
、九
一
七－

九
一
八
頁
。
原
文
に
句
読
点
を
追
加
）。

こ
の
閣
議
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
帝
国
大
学
に
講
座
の
創
設
、
帝
国
大
学
と
官

立
大
学
で
研
究
所
の
新
設
と
拡
充
が
行
わ
れ
、
東
京
帝
国
大
学
四
講
座
、
京
都
三
講

座
、
東
北
一
、
北
海
道
二
、
大
阪
一
の
講
座
が
増
設
さ
れ
た
。
九
州
帝
国
大
学
に
は

「
石
油
地
質
学
講
座
」
が
新
設
さ
れ
た
が
、
同
じ
名
称
の
講
座
が
東
京
、
北
海
道
の
両

大
学
に
も
新
設
さ
れ
、
京
都
帝
国
大
学
に
は
燃
料
地
質
学
講
座
、
東
北
帝
国
大
学
に

は
油
田
機
構
学
講
座
と
い
う
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
領
域
の
講
座
が
新
設
さ
れ
た
。
動
力

源
・
燃
料
源
で
あ
る
石
油
資
源
の
確
保
が
、
日
本
の
戦
略
的
弱
点
を
補
い
、
戦
局
を

大
き
く
左
右
す
る
原
油
確
保
の
脆
弱
性
の
克
服
こ
そ
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。
拡
張
さ
れ
た
研
究
所
を
一
瞥
す
る
と
、
東
京
帝
国
大
学
が
四
、
以

下
京
都
一
、
東
北
二
、
北
海
道
一
、
大
阪
二
、
名
古
屋
一
、
東
京
工
業
大
学
一
で
あ

り
、
九
州
大
学
は
「
弾
性
工
学
研
究
所
事
業
拡
張
」
が
認
め
ら
れ
た
。
航
空
や
通
信
・

音
響
等
に
関
連
す
る
軍
事
技
術
や
通
信
に
直
結
す
る
研
究
所
の
拡
張
が
図
ら
れ
た
こ

と
が
明
瞭
で
あ
る
（『
科
学
研
究
動
員
』
九
州
大
学
大
学
文
書
館
所
蔵
）。

（
二
）
九
州
帝
国
大
学
に
お
け
る
科
学
研
究
動
員

九
大
に
お
け
る
科
学
研
究
費
の
配
分

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
度
か
ら
文
部
省
は
科
学
研
究
奨
励
金
の
他
に
科
学
研

究
費
交
付
金
を
新
設
し
、
研
究
費
を
大
幅
に
増
額
し
た
。
前
年
度
の
一
九
三
八
年
の

科
学
奨
励
金
は
七
万
三
〇
〇
〇
円
、
日
本
学
術
振
興
会
研
究
費
は
七
五
万
円
で
あ
っ

た
が
、
新
設
さ
れ
た
科
学
研
究
費
は
三
〇
〇
万
円
、
科
学
奨
励
金
七
万
三
〇
〇
〇
円
、

日
本
学
術
振
興
会
研
究
費
は
一
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。

一
九
三
九
年
四
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
科
学
研
究
費
に
関
す
る
関
係
学
部
長
（
九

州
帝
国
大
学
の
医
学
部
・
工
学
部
・
農
学
部
の
部
長
も
出
席
）
に
対
す
る
説
明
会
に

お
い
て
以
下
の
よ
う
な
骨
子
の
説
明
が
お
こ
な
わ
れ
た
。（
理
学
部
「
第
三
回
教
授
会

議
事
録
」
一
九
三
九
年
四
月
二
七
日　

学
部
長
代
理
と
し
て
出
席
し
た
西
久
光
教
授

報
告
）
当
初
は
ば
ら
ま
き
型
の
総
花
的
で
は
な
く
、
基
礎
的
研
究
に
重
点
的
に
配
分

す
る
意
向
が
文
科
省
で
は
強
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
次
官　

我
国
ノ
科
学
独
立
ノ
タ
メ
科
学
ノ
基
礎
的
研
究
ニ
対
シ
一
千
万
円
請
求

セ
シ
モ
三
百
万
円
ニ
査
定
セ
ラ
レ
タ
リ　

時
局
ニ
対
ス
ル
モ
ノ
又
国
策
ニ
応
ズ

ル
研
究
ハ
企
画
院
ニ
テ
之
ヲ
補
助
ス
ル
故
上
記
ノ
金
ハ
純
粋
ノ
基
礎
的
研
究
ニ

使
用
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
前
人
未
到
ノ
境
地
ヲ
徹
底
的
ニ
究
明
セ
ラ
レ
タ
シ　

性

質
上
個
人
ニ
対
ス
ル
援
助
補
助
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
寧
ロ
文
部
省
直
轄
ノ
研
究
機
関

ニ
分
タ
ン
ト
ス　

総
花
的
ニ
分
割
セ
ザ
ル
方
針　
　

申
出
ニ
対
ス
ル
査
定
ハ
学
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術
研
究
会
議
ノ
議
ニ
附
シ
後
文
部
省
内
ノ
学
術
部
？マ
マ

（
大
臣
ノ
諮
問
機
関
カ
）

ニ
諮
リ
文
部
大
臣
之
ヲ
決
ス
」（
傍
線　

引
用
者
）

　

医
学
部
で
は
、
一
九
三
九
年
五
月
一
九
日
に
東
大
医
学
部
に
各
大
学
医
学
部
関
係

者
が
集
合
し
、
協
議
を
重
ね
、
東
大
医
学
部
長
に
一
任
し
、
そ
の
結
果
、
科
学
研
究

費
の
九
州
大
学
へ
の
分
配
予
定
額
が
五
万
五
〇
〇
〇
円
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
第

三
四
〇
回
教
授
会
及
協
議
会
記
事
）。
各
大
学
の
教
授
会
で
、
研
究
題
目
・
研
究
者
・

研
究
費
を
文
部
省
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
医
学
部
で
は
科
学
研
究
費
と
は
別

枠
で
「
学
術
研
究
費
」
も
約
七
〇
〇
〇
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
た
。
医
学
部
で

は
科
学
研
究
費
分
配
額
と
特
別
研
究
費
分
配
額
が
考
慮
さ
れ
、
文
部
省
の
査
定
を
踏

ま
え
て
、
研
究
費
が
分
配
さ
れ
た
。「
昭
和
十
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
分
配
願

書
」
の
研
究
事
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（「
臨
時
協
議
会
記
事
」
一
九
四
一
年
二
月

八
日
）。

「
結
核
ニ
関
ス
ル
研
究
」（
一
二
名
、
二
万
九
八
〇
〇
円
）

「
癩
ニ
関
ス
ル
研
究
」（
二
名　

四
二
〇
〇
円
）

「
体
質
及
遺
伝
ニ
関
ス
ル
研
究
」（
二
名　

四
五
〇
〇
円
）

「
航
空
医
学
ニ
関
ス
ル
研
究
」（
二
二
〇
〇
円
）

「
高
度
ニ
分
化
ス
ル
生
物
組
織
構
成
成
分
ノ
解
析
的
研
究
」（
四
九
〇
〇
円
）

「
組
織
並
ニ
臓
器
ノ
培
養
」（
四
九
〇
〇
円
）

「
河
豚
ノ
中
毒
学
的
研
究
」（
四
八
〇
〇
円
）

「
諸
中
毒
ニ
関
ス
ル
紫
外
線
分
光
像
ノ
研
究
」（
一
万
六
〇
〇
円
）

「
マ
ラ
リ
ア
治
療
ニ
関
ス
ル
研
究
」（
二
九
〇
〇
円
）

「
気
管
枝
喘
息
ニ
関
ス
ル
研
究
」（
四
九
〇
〇
円
）

「
冷
凍
乾
燥
法
ニ
依
ル
病
原
体
保
存
ニ
関
ス
ル
研
究
」（
二
九
〇
〇
円
）

　

医
学
部
で
は
各
教
授
の
提
出
し
た
要
求
を
基
に
し
て
、
協
議
し
て
配
当
す
る
と
い

う
や
り
方
が
従
来
通
り
踏
襲
さ
れ
た
。
一
九
四
三
年
九
月
一
八
日
の
「
第
三
八
九
回

教
授
会
及
協
議
会
議
事
録
」
に
よ
れ
ば
、
九
月
四
日
の
学
術
研
究
会
議
で
「
申
請
ハ

戦
争
目
的
達
成
ニ
直
接
必
要
ナ
ル
研
究
ニ
重
点
ヲ
置
ク
」
こ
と
、「
申
請
項
目
ハ
一
大

学
（
又
ハ
研
究
所
）
ニ
於
テ
二
十
題
」
を
超
え
な
い
よ
う
に
「
部
局
ニ
於
テ
整
理
ス

ル
」
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
九
大
医
学
部
で
は
一
九
四
三
年
に
一
〇
万
円
の
寄
付
金

の
申
し
出
を
受
け
て
熱
帯
伝
染
病
研
究
所
設
立
の
準
備
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
。

国
防
強
化
と
資
源
開
発
利
用
に
よ
る
資
源
不
足
対
策
と
し
て
、
一
九
四
〇
年
か
ら

科
学
動
員
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
企
画
院
の
科
学
動
員
委
員
会
で
立
案
さ

れ
、「
科
学
動
員
計
画
要
綱
」
は
四
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
九
州
帝
国
大
学
の
教
授

会
の
記
録
に
は
、
企
画
院
の
科
学
動
員
委
員
会
の
記
録
は
少
な
い
。
後
段
で
も
触
れ

る
。科

学
研
究
費
と
九
州
帝
国
大
学
と
の
か
か
わ
り
方
を
教
授
会
資
料
か
ら
点
描
し
よ

う
。
一
九
四
〇
年
三
月
一
一
日
の
理
学
部
教
授
会
で
は
、
一
九
四
〇
年
度
も
三
〇
〇

万
円
の
予
算
（
科
学
研
究
費
）
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
新
規
要
求
額
は
数
学
教

室
が
一
六
〇
〇
円
、
物
理
教
室
三
七
〇
〇
円
、
化
学
教
室
三
七
〇
〇
円
、
地
質
学
教

室
二
八
〇
〇
円
の
合
計
一
万
一
八
〇
〇
円
と
さ
れ
、
継
続
要
求
は
数
学
教
室
三
六
〇

〇
円
、
物
理
学
教
室
一
万
九
〇
〇
〇
円
、
化
学
教
室
一
万
一
一
〇
〇
円
、
地
質
学
教

室
四
七
〇
〇
円
の
合
計
三
万
八
四
〇
〇
円
と
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
理
学

部
の
教
授
会
記
録
が
詳
し
い
の
で
昭
和
一
八
年
度
ま
で
の
科
学
研
究
費
が
ど
の
よ
う

に
配
分
さ
れ
た
の
か
、
理
学
部
の
資
料
に
基
づ
き
続
き
筆
を
走
ら
せ
、
四
三
年
度
以

降
は
工
学
部
教
授
会
資
料
が
詳
し
い
の
で
、
そ
れ
に
準
拠
し
て
記
述
す
る
。

新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
理
学
部
で
は
具
体
的
な
研
究
題
目
や
研
究
費
用
が
議
論
さ

れ
た
。
一
九
四
〇
年
五
月
一
二
日
に
東
京
帝
国
大
学
で
開
か
れ
た
「
科
学
研
究
費
分
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配
ニ
関
ス
ル
協
議
会
」
で
科
学
研
究
費
が
三
〇
〇
万
円
で
、
四
五
万
円
が
専
門
学
校

に
分
配
さ
れ
、
残
額
の
二
五
五
万
円
が
「
大
学
及
関
係
機
関
」
に
配
分
さ
れ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
大
ま
か
な
医
学
・
工
学
・
農
学
・
理
学
の
割
振
り
方
や
帝
国
大
学

や
研
究
機
関
な
ど
へ
の
金
額
が
提
示
さ
れ
た
。
同
年
三
月
一
八
日
の
理
学
部
教
授
会

で
「
昭
和
十
五
年
度
科
学
研
究
費
ニ
関
ス
ル
件
」
が
報
告
さ
れ
た
。
理
学
部
長
代
理

で
出
席
し
た
西
教
授
が
三
月
一
三
日
の
「
理
学
部
関
係
者
懇
談
会
」、
三
月
一
四
日
の

「
学
術
研
究
会
議
委
員
会
」
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
に
経
緯
を
報
告
し

た
。

一
、 

科
学
研
究
費
の
総
額
お
よ
び
医
・
工
・
農
・
理
の
各
部
門
の
割
当
は
、
一

九
三
九
年
度
と
同
じ
。

二
、
研
究
事
項
は
原
則
と
し
て
一
人
一
項
目
に
限
る
。

　

理
学
部
教
授
会
で
は
四
つ
の
教
室
の
配
分
額
を
決
定
し
た
。

数 

学 

教 

室 
 

関
数
方
程
式
ニ
依
テ
定
義
サ
レ
ル
超
越
関
数
ノ
研
究
（
継
続
）

二
七
〇
〇
円

 
 
 
 
 
 

解
析
的
確
率
論
（
新
規
）
一
六
〇
〇
円

 
 
 
 
 
 

幾
何
学
模
型
ノ
研
究
（
新
規
）
削
除

 
 
 
 
 
 

計
四
三
〇
〇
円

物
理
学
教
室 

 

原
子
核
ノ
構
造
ニ
関
ス
ル
研
究
（
継
続
）
一
万
八
五
〇
〇
円

 
 
 
 
 
 

電
解
質
ノ
研
究
（
新
規
）
削
除

化 

学 

教 

室 
 

中
国
及
九
州
地
方
ノ
火
山
及
温
泉
ノ
化
学
的
研
究
（
継
続
）
三

四
〇
〇
円

 
 
 
 
 
 

有
機
錯
化
合
物
ニ
関
ス
ル
研
究
（
継
続
）
三
四
〇
〇
円

 
 
 
 
 
 

分
子
構
造
ノ
研
究
（
継
続
）
三
四
〇
〇
円

 
 
 
 
 
 

分
析
化
学
ニ
於
ケ
ル
Ｘ
線
ノ
研
究
（
新
規
）
削
除

 
 
 
 
 
 

計
一
万
〇
二
〇
〇
円

地
質
学
教
室 

 

火
山
砕
層
沈
積
岩
類
ノ
基
礎
的
及
系
統
的
研
究 （
継
続
） 

三
〇
〇

〇
円

 
 
 
 
 
 

造
岩
鉱
物
ニ
関
ス
ル
基
礎
的
研
究
（
新
規
）
一
七
〇
〇
円

 
 
 
 
 
 

計
四
七
〇
〇
円

総　
　
　

計　

三
万
七
七
〇
〇
円

　

次
年
度
で
あ
る
一
九
四
一
年
度
の
科
学
研
究
費
は
総
額
が
二
〇
〇
万
円
増
額
さ
れ

五
〇
〇
万
円
に
な
り
、
医
学
部
関
係
二
六
・
九
％
、
工
学
部
関
係
二
九
・
一
、
理
学

部
二
六
・
九
、
農
学
部
一
七
・
一
と
い
う
配
分
で
割
り
当
て
ら
れ
た
。
タ
テ
割
り
の

各
学
部
単
位
で
さ
ら
に
分
配
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
大
学
の
研
究
所

は
「
前
年
度
ノ
約
五
割
増
」
と
さ
れ
、
九
大
理
学
部
は
「
学
年
進
行
ニ
伴
フ
増
強
」

が
認
め
ら
れ
、
八
万
七
〇
〇
〇
円
が
認
め
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
他
大
学
理
学
部
関
係

の
割
当
は
、
東
大
二
〇
万
四
〇
〇
〇　

京
大
一
五
万
九
〇
〇
〇　

東
北
大
一
一
万
五

〇
〇
〇　

北
大
一
一
万
一
〇
〇
〇　

阪
大
九
万
五
〇
〇
〇　

文
理
大
五
万
円
で
あ
る
。

一
九
四
一
年
五
月
一
六
日
の
学
術
研
究
会
議
で
承
認
さ
れ
た
文
部
省
の
註
文
事
項

の
中
で
「
研
究
事
項
ハ
大
項
目
タ
ル
コ
ト
」「
総
花
主
義
・
均
霑
主
義
ヲ
廃
ス
ル
コ

ト
」
な
ど
が
示
さ
れ
、「
重
点
主
義
ニ
基
キ
従
来
ヨ
リ
継
続
ノ
研
究
事
項
ハ
其
ノ
約
二

割
ヲ
減
ズ
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
、「
此
ノ
二
割
相
当
額
ト
本
年
度
増
額
ノ
二
百
万
円
」
で

「
新
規
研
究
事
項
ニ
充
当
」
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
九
州
大
学
理
学
部
が
新
規
研
究

事
項
と
し
て
学
術
研
究
会
議
へ
提
示
し
た
も
の
は
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
原
子
核
ノ
構
造
ニ
関
ス
ル
研
究
「
第
二
期
」」

「
液
体
及
溶
液
ニ
関
ス
ル
研
究
」
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「
海
水
及
海
流
ノ
物
理
学
的
研
究
」

「
石
炭
ノ
基
礎
科
学
的
研
究
」

「
日
本
列
島
及
朝
鮮
半
島
ニ
関
連
セ
ル
地
質
学
上
ノ
基
礎
的
問
題
並
ニ
重
要
問
題

ノ
研
究
」

な
お
、
一
九
四
二
年
度
の
九
州
帝
国
大
学
理
学
部
の
総
計
は
八
万
一
五
〇
〇
円
で

あ
り
、
昭
和
一
八
年
度
は
八
万
五
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

科
学
研
究
動
員
委
員
会
の
設
置

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
月
、
企
画
院
が
中
心
と
な
り
、
科
学
技
術
行
政
を

担
う
「
技
術
院
」
が
設
置
さ
れ
た
。
官
制
第
一
条
で
「
科
学
技
術
ニ
関
ス
ル
国
家
総

力
ヲ
総
合
発
揮
セ
シ
メ
科
学
技
術
ノ
刷
新
向
上
就な
か
ん
ず
く中航

空
ニ
関
ス
ル
科
学
技
術
ノ
躍

進
ヲ
図
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
。」
と
謳
わ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
企
画
院
の

技
術
政
策
立
案
に
九
州
帝
国
大
学
は
関
与
し
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
関
連
資
料
が

な
く
、
こ
れ
以
上
記
述
で
き
な
い
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

一
九
四
三
年
八
月
二
〇
日
、「
科
学
研
究
ノ
緊
急
整
備
方
策
要
綱
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
こ
れ
を
受
け
九
月
三
日
の
評
議
会
で
「
去
ル
八
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
文
部

省
ニ
於
テ
開
催
セ
ラ
レ
タ
リ
総
長
会
議
ニ
付
荒
川
総
長
ヨ
リ
詳
細
報
告
ア
リ
、
其
ノ

中
核
ヲ
為
ス
科
学
研
究
ノ
緊
急
整
備
方
策
要
綱
ニ
基
キ
、
本
学
ニ
於
テ
科
学
研
究
動

員
ニ
関
ス
ル
委
員
会
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト
」
に
な
り
、「
各
学
部
ノ
意
見
ヲ
取
纏
メ
」
機

構
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（「
第
三
九
一
回
評
議
会
記
録
」）。「
九
州
帝
国
大
学

科
学
研
究
動
員
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
総
長
、
各
学
部
長
、
各
研
究
所
長
を
委
員

と
し
て
、
臨
時
に
専
門
委
員
を
置
く
と
い
う
形
で
大
学
と
し
て
の
体
制
を
整
え
た

（「
第
三
九
二
回
評
議
会
記
録
」、
一
九
四
三
年
九
月
二
一
日
）。
工
学
部
と
理
学
部
が

積
極
的
で
あ
っ
た
。
学
内
研
究
重
要
題
目
、
学
研
特
別
委
員
会
お
よ
び
軍
な
ど
と
の

連
絡
、
研
究
資
材
や
研
究
費
な
ど
の
斡
旋
を
取
り
扱
っ
た
。（『
九
州
大
学
五
十
年
史　

通
史
』
四
七
三
頁
、『
九
州
大
学
工
学
部
七
十
年
史
』
四
〇
七
～
四
〇
八
頁
）
同
年
一

二
月
一
三
日
の
工
学
部
教
授
会
で
は
、
京
大
や
阪
大
が
科
学
研
究
に
動
員
体
制
機
構

を
完
備
し
て
い
る
の
に
対
す
る
九
大
の
立
ち
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
、
工
学
部
が
中
心
と

な
り
動
員
体
制
機
構
完
成
の
機
運
醸
成
に
努
め
た
い
と
表
明
し
て
い
る
。
理
学
部
で

は
、「
学
内
科
学
動
員
委
員
会
ニ
関
ス
ル
意
見
」
の
中
で
、「
軍
ト
ノ
直
接
連
絡
」「
学

内
ノ
横
ノ
連
絡
」「
弾
力
性
ノ
ア
ル
行
政
措
置
」
な
ど
の
要
望
が
提
起
さ
れ
た
（
資
料

編
Ⅰ－

三
二
六
、九
一
八－

九
一
九
頁
）。
一
九
四
五
年
二
月
一
七
日
に
研
究
体
制
の

整
備
、
防
空
体
制
の
強
化
、
綱
紀
粛
正
、
厚
生
施
設
の
改
善
に
つ
い
て
「
懇
談
研
究
」

す
る
こ
と
に
な
り
、
空
襲
と
い
う
戦
局
の
悪
化
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
各
教
室

か
ら
教
授
と
助
教
授
各
一
名
の
委
員
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
理
学
部
「
第

八
四
回
教
授
会
記
録
」）。
委
員
懇
談
会
で
「
理
学
部
戦
時
体
制
強
化
刷
新
案
」
が
作

成
さ
れ
、「
戦
時
研
究
体
制
の
整
備
」「
職
員
学
生
の
戦
時
心
構
え
の
刷
新
」「
勤
務
状

態
の
刷
新
」「
防
衛
体
制
の
強
化
」「
厚
生
施
設
の
改
善
」
の
五
項
目
が
掲
げ
ら
れ
た
。

（『
九
州
大
学
五
十
年
史　

通
史
』
四
七
四
～
四
七
五
頁
、
理
学
部
「
第
八
五
回
教
授

会
議
事
録
」）

九
州
帝
国
大
学
の
要
求

科
学
研
究
動
員
委
員
会
（
九
大
委
員
会
）
は
学
術
研
究
会
議
に
設
け
ら
れ
た
科
学

研
究
動
員
委
員
会
（
中
央
委
員
会
）
に
対
し
て
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
一
月
二

七
日
付
け
で
「
意
見
書
」
を
提
出
し
、「
重
要
研
究
課
題
」
が
選
定
さ
れ
た
経
緯
に
関

し
て
「
九
大
委
員
会
と
し
て
は
全
国
的
に
如
何
な
る
研
究
課
題
が
採
り
上
げ
ら
れ
た

か
、
又
夫そ

れ
を
如
何
な
る
人
が
担
当
す
る
事
に
な
つ
た
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
事
を
知

つ
て
置
く
事
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
、
選
定
さ
れ
た
研
究
題
目
及
研
究
担
当
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者
、
研
究
費
等
は
［
中
略
］
其
の
全
部
を
九
大
委
員
会
へ
宛
て
通
知
」
し
て
ほ
し
い
。

「
先
般
京
都
で
班
長
会
議
が
開
か
れ
た
」
こ
と
を
新
聞
報
道
で
承
知
し
た
が
、「
大
学

に
も
又
九
大
委
員
会
に
も
何
等
の
連
絡
な
く
中
央
委
員
会
が
班
長
た
る
教
官
と
直
接

交
渉
の
結
果
開
催
せ
ら
れ
た
」
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
「
九

大
委
員
会
の
存
在
は
全
く
無
視
さ
れ
た
も
同
然
」
で
あ
る
。「
甚
だ
遺
憾
堪
へ
な
い
」

と
書
き
、「
委
員
の
大
部
分
を
東
京
在
住
者
を
以
て
す
る
こ
と
は
妥
当
と
考
へ
ら
れ
ま

せ
ぬ
。
夫
れ
故
、
昨
年
十
二
月
七
日
附
を
以
て
九
大
総
長
よ
り
大
臣
宛
に
上
申
し
て

置
き
ま
し
た
通
り
中
央
委
員
会
に
九
大
関
係
者
を
更
に
二
名
位
加
へ
ら
れ
ん
事
を
希

望
い
た
し
ま
す
。
尚
ほ
其
の
人
選
も
大
学
の
推
薦
に
委
せ
ら
れ
る
様
致
し
た
い
と
思

ひ
ま
す
。」
と
九
州
大
学
の
意
見
が
反
映
し
て
い
な
い
問
題
点
を
正
面
か
ら
取
り
上

げ
、「
常
任
委
員
会
」
は
東
京
在
住
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
「
地
方
に
在
る
研
究

機
関
は
課
題
選
定
に
関
し
て
は
全
く
発
言
権
無
い
も
の
同
様
」
で
、「
合
理
的
」
で
な

く
、「
選
定
の
適
正
が
疑
は
れ
る
様
な
事
の
起
慮
が
無
い
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
」
と
意
見

具
申
し
て
い
る
。（『
科
学
研
究
動
員
関
係
書
類
』
昭
和
十
八
年
一
月
起
、
九
州
大
学

大
学
文
書
館
所
蔵
）
こ
の
意
見
書
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
逆
説
的
で
あ
る
が
、

科
学
研
究
動
員
が
中
央
と
地
方
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
ち
、
理
学
部
・
工
学
部
・

農
学
部
・
医
学
部
な
ど
の
所
謂
理
科
系
の
分
野
か
ら
出
て
い
る
委
員
の
バ
ラ
ン
ス
の

上
に
資
金
が
分
配
さ
れ
ざ
る
得
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
東
京
に

偏
在
し
な
い
よ
う
に
と
の
意
見
具
申
が
九
州
帝
国
大
学
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
が
ど
の

程
度
ま
で
反
映
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
研
究
課
題
や
研
究
テ
ー
マ
の
選
定
に

際
し
て
、
全
体
的
な
配
慮
を
せ
ざ
る
得
な
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
九
州
以
外
の
帝
国

大
学
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
意
見
書
が
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

「
科
学
研
究
動
員
委
員
会
常
任
委
員
名
簿
」（
昭
一
九
、
一
、
一
〇
現
在
）
に
よ
れ

ば
、
東
大
教
授
が
一
〇
名
で
、
名
大
二
名
、
京
大
、
北
大
、
阪
大
、
東
北
大
、
九
大

の
教
授
が
一
名
で
あ
っ
た
。
九
大
か
ら
は
工
学
部
長
の
宮
崎
鐵
太
郎
教
授
が
唯
一
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
科
学
研
究
動
員
関
係
書
類
』）。

文
部
省
訓
令
「
学
術
研
究
会
議
科
学
研
究
動
員
委
員
会
規
程
」（
昭
一
八
、
一
一
、

二
六
）
の
第
二
条
の
中
で
「
一
、
戦
時
下
ニ
於
ケ
ル
学
理
研
究
ニ
関
ス
ル
重
要
課
題

ノ
選
定
並
ニ
其
ノ
研
究
担
当
機
関
及
研
究
担
当
者
ノ
選
定
ニ
関
ス
ル
コ
ト
」
と
、
重

要
課
題
と
研
究
担
当
者
を
選
定
す
る
権
限
が
明
確
に
付
与
さ
れ
た
。「
研
究
課
題
選
定

方
針
」
の
「
二
、
研
究
課
題
選
定
ノ
目
標
」
で
「
戦
力
増
強
上
ノ
具
体
的
問
題
ヲ
採

択
ス
ベ
キ
ハ
勿
論
基
礎
研
究
ノ
部
面
ヲ
モ
十
分
加
味
シ
選
定
ス
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、「
三
、
研
究
課
題
選
定
方
法
」
で
は
「
学
術
研
究
会
議
部
、
科
会
、
軍

其
の
他
関
係
方
面
ノ
意
向
ヲ
参
酌
ス
ベ
キ
ハ
勿
論
ナ
レ
ド
モ
研
究
実
施
部
局
タ
ル
研

究
機
関
長
乃な
い

至し

学
内
動
員
委
員
会
ノ
意
見
ヲ
最
モ
尊
重
シ
選
定
ス
ル
コ
ト
」
と
の
一

筆
も
入
っ
て
お
り
、
研
究
実
施
部
局
や
学
内
委
員
会
の
意
向
が
反
映
す
る
よ
う
に
言

質
を
取
っ
て
い
る
。
九
州
帝
国
大
学
な
ど
の
各
大
学
や
研
究
実
施
機
関
の
意
見
が
反

映
す
る
よ
う
に
研
究
課
題
が
決
め
ら
れ
、
そ
れ
に
付
随
す
る
予
算
が
配
分
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。「
戦
時
下
重
要
課
題
選
定
ノ
次
第
」
の
「
一
、
科
学
研
究
動
員
委

員
会
常
任
委
員
会
ハ
文
部
省
提
出
ノ
調
書
ヲ
基
礎
資
料
ト
シ
テ
素
案
（
戦
時
下
重
要

課
題
、
研
究
担
当
機
関
、
研
究
担
当
者
ニ
所
要
見
込
研
究
費
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
）
ヲ
作

成
シ
分
科
会
に
提
出
シ
得
ル
様
整
理
分
類
ス
」
と
さ
れ
五
つ
の
分
科
会
が
設
置
さ
れ

た
（
以
上
、
前
掲
『
科
学
研
究
動
員
関
係
書
類
』）。

水
沢
光
の
研
究
に
よ
れ
ば
科
研
費
は
理
学
・
工
学
・
農
学
・
医
学
の
各
分
野
に
対

し
て
万
遍
の
な
い
配
分
を
続
け
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（「
科
研
費
戦
時
下
に
始
ま
っ

た
基
礎
研
究
重
視
の
研
究
助
成
」、『
現
代
思
想
』
二
〇
一
五
年
八
月
号
、
一
八
四
頁
）

科
学
研
究
動
員
に
関
し
て
も
、
大
学
と
い
う
組
織
に
配
分
す
る
以
上
、
ま
た
大
学
の

各
分
野
の
代
表
の
研
究
者
が
研
究
題
目
を
詮
衡
す
る
以
上
、
総
花
的
な
配
分
は
や
む
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を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

九
州
帝
国
大
学
の
科
学
研
究
動
員

九
州
帝
国
大
学
で
は
各
学
部
の
意
見
を
集
約
し
て
、「
組
織
」
と
し
て
「
総
長
、
学

部
長
、
研
究
所
長
、
但
必
要
ニ
応
ジ
テ
夫
々
ノ
専
門
家
ヲ
参
加
セ
シ
ム
」
と
い
う
こ

と
な
っ
た
。
こ
の
段
階
で
各
学
部
に
按
分
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
科
学
研
究
動
員
特
別
委
員
会
ノ
役
割
」
は
以
下
の
九
項
目
が
掲
げ
ら
れ
た
。

一
、
軍
其
他
ト
ノ
研
究
上
ノ
連
繋

二
、
研
究
機
関
内
研
究
委
員
会
ト
ノ
連
絡

三
、
大
東
亜
戦
争
遂
行
上
緊
要
ス
ル
研
究
題
目
ノ
選
定

四
、
研
究
科
目
ヲ
担
当
ス
ル
研
究
機
関
及
研
究
者
ノ
選
定

五
、
研
究
協
力
組
織
（
総
合
研
究
、
共
同
研
究
及
連
絡
ニ
関
ス
ル
組
織
）
ノ
企

画六
、
研
究
費
必
要
額
ノ
推
算

七
、
研
究
成
果
ノ
戦
力
ヘ
ノ
活
用

八
、
研
究
上
ノ
各
種
幹
旋
援
助

九
、
其
他
研
究
動
員
上
必
要
ナ
ル
事
項

　
「
大
学
内
研
究
動
員
委
員
会
ノ
役
割
」
は
以
下
の
八
項
目
が
あ
っ
た
。

一
、
科
學
研
究
動
員
特
別
委
員
會
ト
ノ
連
絡

二
、
軍
其
他
ト
ノ
研
究
上
ノ
連
繋

三
、
部
内
研
究
ノ
重
要
研
究
題
目
ヘ
ノ
集
中
促
進

四
、
部
内
研
究
・
委
託
研
究
題
目
ノ
研
究
協
力
組
織
ノ
編
成
促
進

五
、
研
究
ノ
連
絡
指
導
其
他
資
材
資
金
等
各
種
幹
旋
援
助

六
、
地
方
高
等
専
門
學
校
研
究
者
ト
ノ
協
力

七
、
研
究
成
果
ノ
戦
力
ヘ
ノ
活
用

八
、
其
他
部
内
研
究
動
員
上
必
要
ノ
事
項

　

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
二
月
一
七
日
に
文
部
省
科
学
局
長
か
ら
九
州
帝
国

大
学
総
長
宛
「
科
学
研
究
動
員
下
ニ
於
ケ
ル
重
要
研
究
ニ
関
ス
ル
件
」
で
、
九
大
で

は
四
三
の
大
項
目
で
の
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
理
学
部
・
工
学
部
・
農
学

部
・
医
学
部
と
流
体
工
学
研
究
所
（
流
研
）
の
教
官
が
名
を
連
ね
た
。
総
て
の
採
択

さ
れ
た
研
究
を
網
羅
す
る
の
は
紙
幅
が
な
い
の
で
、
特
色
あ
る
研
究
を
例
示
し
よ
う
。

大
項
目
の
「
統
計
数
学
」
で
は
北
川
敏
男
が
研
究
班
長
で
、
九
州
大
学
か
ら
理
学
部

井
上
正
雄
、
工
学
部
の
熊
谷
才
蔵
も
研
究
費
が
支
給
さ
れ
た
。
一
斑
を
示
す
と
、
農

学
部
の
山
崎
何い
ず
え恵
は
大
項
目
「
航
空
燃
料
」
の
中
の
「
発
酵
」
に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル

か
ら
の
燃
料
合
成
に
従
事
し
、
工
学
部
の
石
橋
正
は
大
項
目
の
「
金
属
ノ
疲
労
」
の

研
究
を
行
い
、
医
学
部
の
中
島
良
貞
は
大
項
目
「
放
射
線
」
の
小
項
目
「
間
接
撮
影

法
」
の
研
究
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
流
研
の
栗
原
道
徳
は
大
項
目
「
太
陽
輻

射
、
放
射
線
及
其
作
用
」
の
研
究
で
あ
る
。
大
項
目
に
責
任
者
や
「
班
長
」
を
置
く

こ
と
で
、
大
学
と
い
う
垣
根
を
越
え
て
、
大
学
間
の
研
究
協
力
体
制
で
あ
る
「
全
国

的
共
同
研
究
題
目
」
を
構
築
し
て
、
研
究
成
果
を
挙
げ
る
と
い
う
狙
い
が
読
み
取
れ

る
。
横
断
的
な
研
究
の
他
に
、
個
別
研
究
も
数
は
少
な
い
が
採
択
さ
れ
た
。
理
学
系
・

工
学
系
・
医
学
系
・
農
学
系
の
区
分
が
あ
り
、
九
州
大
学
の
中
で
「
個
別
研
究
」
で

大
項
目
で
採
択
さ
れ
た
の
は
、「
心
臓
、
胃
、
脳
ノ
働
作
電
流
」
の
一
件
（
医
学
部
操み
さ
お

坦た
ん
ど
う道
）
だ
け
で
あ
っ
た
。
四
三
件
中
一
件
だ
け
が
個
別
研
究
に
採
択
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
示
す
よ
う
に
、
文
科
省
の
総
花
的
配
分
（
少
額
）
へ
の
忌
避
を
反
映
し
、
横
断

的
な
組
織
で
科
研
費
を
割
り
当
て
る
指
向
が
は
っ
き
り
表
れ
て
い
る
。「
全
国
的
共
同
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研
究
課
題
ニ
在
リ
テ
ハ
研
究
班
長
ヲ
中
心
ト
シ
テ
各
担
当
者
間
ノ
連
絡
ヲ
密
ニ
シ
研

究
協
力
ノ
實
を
挙
ク
ル
様
努
ム
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
い
う
方
針
が
あ
っ
た
。「
極
力
之

ガ
実
用
化
ヲ
図
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
た
。

九
州
帝
国
大
学
で
は
一
三
の
大
項
目
の
研
究
が
選
ば
れ
た
。
航
空
機
関
係
、
短
波

や
真
空
管
関
係
、
マ
ラ
リ
ア
の
治
療
に
関
係
す
る
研
究
、
軍
用
土
木
施
設
、
化
学
兵

器
関
係
な
ど
で
あ
る
。
一
九
四
四
年
度
の
個
別
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
半
導

体
」
は
理
学
部
六
名
に
よ
る
研
究
で
あ
り
、「
潤
滑
機
構
」
理
学
部
二
名
、「
石
炭
ノ

化
学
的
研
究
」
理
学
部
七
名
、「
テ
ン
ソ
ル
解
析
ノ
弾
性
力
学
ヘ
ノ
応
用
」（
工
学
部
、

國
井
修
二
郎
）、「
航
空
原
動
機
ノ
熱
力
学
的
及
材
料
力
学
的
基
礎
研
究
」（
山
縣
清
、

工
）、「
戦
時
応
急
船
舶
ノ
研
究
」（
渡
邊
恵よ
し
ひ
ろ弘
、
工
）、「
強
力
多
軸
流
送
風
機
ノ
研

究
」（
葛
西
泰
二
郎
、
工
）、「
圧
延
ロ
ー
ル
□
（
不
明
）力

解
析
」（
石
橋
正
、
工
）、「
魚
雷
用

鍛
造
曲
軸
ノ
研
究
」（
谷
村
煕
）、「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
不
純
地
金
ニ
ヨ
ル
鍛
造
用
合
金
ノ

研
究
」（
今
井
弘
、
工
）、「
温
泉
治
療
」（
松
尾
武
幸
、
温
研
）、「
食
糧
問
題
ヨ
リ
見

タ
ル
植
物
組
織
粉
末
」（
纐こ
う
け
つ纈
現
一
郎
、
農
）、「
乳
牛
ノ
飼
育
ニ
関
ス
ル
研
究
」（
橋

本
重
郎
、
農
）
で
あ
る
。

一
九
四
四
年
度
の
工
学
部
の
追
加
（
増
額
）
題
目
は
「
航
空
潤
滑
油
」「
天
然
ゴ

ム
」「
非
鉄
金
属
」「
地
下
資
源
」「
軍
用
土
木
施
設
」
な
ど
に
関
連
す
る
九
つ
の
研

究
、
新
規
は
「
天
然
ゴ
ム
ヨ
リ
芳
香
族
炭
化
水
素
ノ
合
成
」「
振
動
吸
収
材
料
ノ
研

究
」「
低
温
用
金
属
材
料
ノ
研
究
」
の
三
研
究
で
あ
っ
た
。
理
学
部
は
追
加
が
「
幾
何

光
学
」
と
「
石
炭
ノ
化
学
的
研
究
」
で
新
規
が
「
艦
船
間
特
殊
通
信
法
」
で
あ
っ
た
。

医
学
部
の
科
学
研
究
費
追
加
申
請
は
マ
ラ
リ
ア
（
熱
帯
医
学
）
や
デ
ン
グ
熱
、
結
核
、

梅
毒
な
ど
の
治
療
法
に
関
す
る
研
究
、
視
力
、
民
族
科
学
的
研
究
、
消
化
器
系
癌
の

研
究
、
精
神
分
裂
病
の
病
理
の
研
究
、
航
空
医
学
な
ど
で
あ
っ
た
。
法
文
学
部
で
は

佐
久
間
鼎
教
授
が
大
項
目
「
航
空
医
学
」
の
研
究
課
題
「
航
空
要
員
ノ
性
能
及
養
成

ニ
関
ス
ル
心
理
生
理
学
」
が
採
択
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
（
以
上
、
前
掲
『
科
学
研

究
動
員
関
係
書
類
』）。

科
学
研
究
費
の
配
分
状
況

科
学
研
究
費
は
全
国
の
大
学
で
ど
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
詳

し
い
記
録
が
残
っ
て
い
る
工
学
部
教
授
会
資
料
（
一
九
四
四
年
二
月
二
三
日
）
か
ら

そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
一
九
四
四
年
一
月
二
二
日
に
東
大
第
一
工
学

部
で
開
催
さ
れ
た
工
学
部
長
協
議
会
の
席
で
、
学
術
研
究
会
議
科
学
研
究
動
員
常
任

委
員
会
よ
り
「
昭
和
十
八
年
度
第
二
予
備
金
支
出
科
学
研
究
費
第
一
次
査
定
ハ
妥
当

ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
モ
緊
急
已
ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
ツ
キ
」
と
い
う
こ
と
で
了
解
を
求

め
ら
れ
、「
昭
和
十
九
年
度
科
学
研
究
費
分
配
ニ
関
シ
公
平
ニ
シ
テ
萬
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期

ス
ル
タ
メ
ニ
慎
重
審
議
ノ
結
果
昭
和
十
七
年
十
月
現
在
文
部
省
職
員
録
ノ
教
授
数
ニ

按
分
シ
一
人
当
七
千
円
程
度
ヲ
標
準
ト
シ
テ
分
配
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
九
大

は
「
流
研
教
授
七
人
ヲ
併
セ
四
十
六
人
金
額
約
三
十
二
万
二
千
円
」
で
、
こ
れ
に
対

す
る
研
究
題
目
、
研
究
費
要
求
額
を
一
月
末
日
ま
で
に
提
出
す
る
が
、「
工
学
部
科
学

研
究
動
員
体マ

マ勢
整
備
委
員
会
」
で
討
議
す
る
時
間
が
な
い
の
で
、
学
部
長
が
三
十
二

万
二
〇
〇
〇
円
に
調
整
し
て
、
二
月
一
日
に
開
催
予
定
の
常
任
委
員
会
に
提
出
し
た

こ
と
に
対
す
る
了
解
が
求
め
ら
れ
た
。
三
月
一
五
日
の
教
授
会
で
は
、
三
月
八
日
・

九
日
の
文
部
省
科
学
研
究
動
員
常
任
委
員
会
で
の
「
昭
和
十
九
年
度
科
学
研
究
費
分

配
」
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な
報
告
が
行
わ
れ
た
。

①　
 

一
八
五
〇
万
円
を
理
科
系
四
〇
〇
万
円
、
工
学
系
四
五
〇
万
円
、
医
科
系

四
〇
〇
万
円
、
農
科
系
三
〇
〇
万
円
、
文
部
省
保
留
三
〇
〇
万
円

②　

 
研
究
費
を
題
目
に
分
配
す
る
額
は
「
研
究
班
」
を
重
視
し
、「
班
長
ニ
於
テ

適
当
ニ
分
配
ス
ヘ
シ
」
と
い
う
意
見
と
各
大
学
、
研
究
所
に
例
え
ば
「
教
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授
数
ニ
依
リ
テ
研
究
機
関
内
ニ
於
イ
テ
重
点
的
ニ
分
配
ス
ヘ
シ
」
と
の
意

見
が
あ
る
が
、
文
部
省
の
意
向
は
「
大
体
班
ヲ
重
視
ス
ル
カ
如
」
く
、
次

回
委
員
会
に
お
い
て
「
最
終
的
決
定
ノ
コ
ト
」
と
な
り
、「
昭
和
十
八
年
度

第
二
予
備
金
」
の
緊
急
科
学
研
究
題
目
は
四
三
年
度
一
・
五
〇
倍
、
個
人

研
究
題
目
は
一
九
四
三
年
度
分
一
・
三
〇
倍
、
一
九
四
三
年
度
の
継
続
の

研
究
題
目
は
四
三
年
度
の
「
半
額
」
と
の
分
配
標
準
が
決
定
さ
れ
た
、

③　

 「
個
人
研
究
題
目
ハ
文
部
省
ハ
希
望
セ
ス
他
ノ
大
題
目
ニ
合
流
ス
ル
カ
又
ハ

大
題
目
ヲ
創
造
ス
ル
コ
ト
」

④　

 

研
究
費
の
分
配
の
最
終
的
決
定
は
三
月
二
八
日
・
二
九
日
開
催
の
科
学
研

究
動
員
常
任
委
員
会
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。

上
の
②
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
当
初
は
重
点
的
な
分
配
の
方
針
で
あ
っ
た
文

科
省
が
九
州
大
学
の
意
見
書
な
ど
の
教
授
数
に
比
例
す
る
ば
ら
ま
き
型
の
「
総
花
的
」

分
配
に
も
一
定
の
配
慮
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、「
重
点
的
」
配
分
と
の
兼
ね
合
い
の
な
か

で
「
研
究
班
」
の
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
で
重
点
的
配
分
に
も
目
配
り
し
て
、
科
学

研
究
費
が
配
分
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
フ
レ
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
金
額
ベ
ー
ス
で
一
九
三
九
年
の
三
〇
〇
万
円
か
ら
一
九
四
四
年
で
一
八

五
〇
万
円
ま
で
増
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

新
し
い
資
料
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
戦
時
中
の
究
紹
の
典
型
的
な
事
例
の
一
つ
と

し
て
紙
幅
を
割
き
た
い
。
九
州
大
学
工
学
部
教
官
で
国
防
資
材
に
関
す
る
研
究
者
で

構
成
さ
れ
た
九
大
国
防
資
材
研
究
連
盟
が
一
九
四
四
年
一
月
に
刊
行
し
た
『
国
防
資

材
研
究
速
報
』
の
第
一
号
の
「
編
輯
後
記
」
の
中
で
「
決
戦
下
ニ
於
テ
ハ
「
時
」
ヲ

無
視
セ
ル
モ
ノ
ハ
如
何
ニ
優
秀
ナ
ル
業
績
ト
雖
モ
物
ノ
役
ニ
立
タ
ヌ
モ
ノ
デ
ア
ル
。

現
下
ノ
戦
局
ヲ
観
、
国
を
憂
フ
ル
熱
誠
ハ
目
下
文
部
省
ニ
出
願
要
請
セ
ラ
レ
テ
ヰ
ル

九
大
航
空
資
材
研
究
所
ノ
設
立
認
可
ノ
日
ヲ
待
ツ
能
ハ
ズ
シ
テ
茲
ニ
本
連
盟
ノ
結
成

ヲ
見
タ
。
此
ノ
事
ハ
連
盟
員
一
同
ガ
「
時
」
ノ
重
要
性
ヲ
痛
感
セ
ル
タ
メ
ニ
他
ナ
ラ

ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
。」（
昭
和
一
九
年
一
月
八
日
記
）
と
記
し
て
い
る
。
戦
力
増
強
に
直

結
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
。『
国
防
資
材
研
究
速
報
』
の
残
存
し
て

い
る
一
号
か
ら
四
号
で
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
ゴ
ム
関
係
」「
燃
料
関
係
」「
地
下
資
源

関
係
」「
軽
金
属
関
係
」「
稀
有
金
属
関
係
」
な
ど
の
資
源
関
係
が
並
ん
で
い
る
。
資

源
と
い
う
も
の
が
日
本
の
戦
争
遂
行
の
隘
路
に
な
り
、
そ
の
克
服
が
大
学
の
研
究
に

求
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

医
学
部
で
は
マ
ラ
リ
ア
、
テ
ン
グ
熱
な
ど
の
熱
帯
伝
染
病
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ

た
が
、
南
方
で
の
兵
隊
の
動
員
に
と
も
な
い
、
こ
れ
ら
の
伝
染
病
対
策
が
不
可
欠
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
工
学
部
で
は
通
信
や
無
線
関
係
も
軍
の
通
信
技
術
と
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
た
。
農
学
部
で
は
食
糧
増
産
関
係
の
研
究
が
推
進
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
戦
時
中
の
研
究
が
、
戦
後
の
民
需
中
心
の
平
和
産
業
や
医
療
に
ど
の
よ
う
に
貢
献

し
た
の
か
、
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

科
学
研
究
費
は
帝
国
大
学
だ
け
で
は
な
く
幅
広
く
研
究
費
が
配
分
さ
れ
た
。
九
州
・

山
口
県
下
の
単
科
大
学
・
高
等
学
校
・
専
門
学
校
に
も
研
究
費
が
割
り
当
て
ら
れ
た

が
、
大
項
目
の
「
班
」
に
所
属
し
、
横
断
的
な
研
究
の
一
翼
を
担
っ
た
。
医
科
大
学

（
長
崎
・
熊
本
）、
農
林
専
門
学
校
（
鹿
児
島
・
宮
崎
）、
高
等
学
校
（
山
口
・
佐
賀
・

福
岡
）、
長
崎
医
科
大
学
付
属
薬
学
専
門
部
、
熊
本
薬
学
専
門
学
校
、
工
業
専
門
学
校

（
熊
本
・
明
治
・
宇
部
・
久
留
米
）、
鹿
児
島
医
学
専
門
学
校
、
九
州
高
等
医
学
専
門

学
校
、
福
岡
医
学
歯
学
専
門
学
校
の
各
校
で
あ
る
。
医
学
関
連
の
研
究
で
は
「
放
射

線
」「
結
核
」「
マ
ラ
リ
ア
」「
デ
ン
グ
熱
」
に
絡
む
研
究
で
あ
っ
た
。

科
学
研
究
費
は
戦
後
に
も
継
承
さ
れ
、
日
本
の
大
学
や
研
究
機
関
の
資
金
源
と
し

て
今
に
続
い
て
い
る
。
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（
三
）
大
学
院
特
別
研
究
生

　

一
九
四
三
年
四
月
二
日
、
文
部
省
で
「
大
学
院
制
度
ニ
関
ス
ル
協
議
会
」
が
開
催

さ
れ
、
荒
川
総
長
が
出
席
し
、
詳
細
な
説
明
が
同
年
四
月
二
七
日
の
評
議
会
で
報
告

さ
れ
た
。
協
議
会
で
以
下
の
よ
う
な
課
題
（
諸
問
題
）
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
兵
役
上

の
特
典
に
つ
い
て
は
「
目
下
当
局
ト
交
渉
中
」
と
書
か
れ
て
い
る
（「
第
三
八
八
回
評

議
会
議
記
録
」、
一
九
四
三
年
四
月
二
七
日
）。

大
学
院
制
度
に
関
ス
ル
協
議
会
ニ
於
ケ
ル
諸
問
題

一
、 

新
制
大
学
院
現
行
大
學
院
ト
ノ
関
連

二
、 

新
制
大
学
院
ノ
研
究
年
限

三
、 

新
制
大
学
院
學
生
ノ
定
員
及
収
容
數

四
、 

新
制
大
学
院
學
生
ノ
詮
衡
方
法

　
（
イ
）
詮
衡
委
員
会
ノ
設
置

　
（
ロ
）
当
該
大
学
卒
業
者
ノ
推
薦
方
法

　
（
ハ
）
当
該
大
学
卒
業
者
以
外
ノ
者
ノ
推
薦
方
法

（
一
）
他
大
学
ノ
卒
業
者

（
二
）
専
門
大
学
ノ
卒
業
者

（
三
）
一
般
勤
務
者

（
四
）
軍
部
、
又
ハ
各
省
等
ノ
推
薦
者　

五
、 

指
導
教
官
及
研
究
施
設

六
、 

新
制
大
學
院
修
了
者
ニ
對
ス
ル
勤
務
命
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以　

上

（
新
制
大
学
院
学
生
ニ
対
ス
ル
兵
役
上
ノ
特
典
ニ
付
テ
ハ
目
下
當
局
ト
交
渉
中
ナ

リ
）

大
学
院
制
度
改
革
に
伴
い
同
年
度
「
助
教
授
ノ
定
員
四
名
増
加
」
が
あ
り
、
医
学

部
・
工
学
部
・
農
学
部
理
学
部
に
各
一
で
配
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
期
学
生
定

員
配
当
、
特
に
官
費
学
生
の
定
員
配
当
が
決
定
さ
れ
、
医
学
部
一
〇
（
当
初
の
素
案

で
は
一
六
で
あ
っ
た
。）・
工
学
部
一
六
・
農
学
部
九
・
理
学
部
五
・
法
文
学
部
一
五

と
し
て
、
定
員
総
数
五
八
の
内
「
三
ヲ
中
央
ニ
留
置
」
く
こ
と
に
な
っ
た
が
（「
第
三

九
〇
回
評
議
会
記
録
」、
一
九
四
三
年
七
月
二
日
）、
医
学
部
一
八
名
・
工
学
部
一
一
・

農
学
部
一
〇
・
理
学
部
四
・
法
文
学
部
一
二
の
五
五
名
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
た
。

第
一
期
生
は
四
三
四
名
で
あ
っ
た
。（『
九
州
大
学
五
十
年
史
』
通
史
、
五
〇
一
頁
）

文
部
省
令
第
七
四
号
「
大
学
院
又
ハ
研
究
科
ノ
特
別
研
究
生
ニ
関
ス
ル
件
」
が
一

九
四
三
年
九
月
二
九
日
に
公
布
さ
れ
、
一
〇
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
主
な

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
条　

 

文
部
大
臣
の
指
定
す
る
大
学
令
に
依
る
大
学
は
其
の
大
学
院
又
は
研

究
科
に
入
る
べ
き
者
の
中
よ
り
本
令
に
依
り
特
別
研
究
生
を
選
定
す

べ
し
。

第
二
条　

特
別
研
究
生
の
研
究
年
限
は
第
一
期
二
年
、
第
二
期
三
年
と
す
。

第
三
条　

 

特
別
研
究
生
の
定
数
は
第
一
期
概
ね
五
百
人
以
内
、
第
二
期
概
ね
二

百
五
十
人
以
内
に
於
て
毎
年
文
部
大
臣
之
を
定
む
。

第
四
条　

 

特
別
研
究
生
た
る
こ
と
を
得
る
者
は
人
物
優
秀
、
身
体
強
健
に
し
て

高
度
の
研
究
能
力
を
有
す
る
者
と
す
。

第
六
条　

 

第
一
条
の
大
学
は
特
別
研
究
生
と
し
て
入
ら
し
む
る
に
足
る
べ
き
者

を
大
学
学
部
に
所
定
の
在
学
年
限
在
学
し
た
る
者
に
限
ら
ず
汎
く
一

般
よ
り
選
び
文
部
大
臣
に
推
薦
し
て
其
の
認
可
を
受
く
べ
し
。

第
七
条　

 
陸
軍
又
は
海
軍
の
軍
人
若
は
文
官
中
第
一
期
又
は
第
二
期
の
特
別
研



― 117 ―

究
生
た
ら
し
め
ん
と
す
る
者
あ
る
と
き
は
陸
軍
大
臣
又
は
海
軍
大
臣

は
本
人
の
官
職
名
、
氏
名
、
研
究
事
項
、
入
る
べ
き
大
学
院
又
は
研

究
科
名
を
具
し
文
部
大
臣
に
協
議
す
る
も
の
と
す
。

　
　
　
　

 
但
し
第
二
期
の
特
別
研
究
生
は
第
一
期
の
研
究
年
限
を
了
へ
た
る
者

に
限
る
も
の
と
す
。
前
項
の
特
別
研
究
生
は
之
を
定
数
外
と
す
。

第
八
条　

 

特
別
研
究
生
に
し
て
第
一
期
の
研
究
年
限
を
了
へ
た
る
と
き
は
当
該

大
学
に
於
て
本
人
の
研
究
事
項
、
研
究
業
績
等
に
徴
し
第
二
期
の
特

別
研
究
生
と
し
て
文
部
大
臣
に
推
薦
し
て
其
の
認
可
を
受
く
べ
し
。

但
し
機
密
を
要
す
る
も
の
あ
る
と
き
は
此
の
限
に
在
ら
ず
。

第
十
条　

特
別
研
究
生
は
研
究
期
間
中
他
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
得
ず
。

第
十
二
条　

 

特
別
研
究
生
に
し
て
研
究
年
限
を
了
へ
た
る
者
は
其
の
研
究
年
限

の
一
倍
半
に
相
当
す
る
期
間
文
部
大
臣
の
指
定
に
従
ひ
就
職
す
る

義
務
を
有
す
。
但
し
。
第
七
条
の
特
別
研
究
生
に
付
て
は
此
の
限

に
在
ら
ず
。
前
項
服
務
期
間
中
の
者
に
し
て
特
別
の
事
情
に
依
り

勤
務
の
変
更
を
為
さ
ん
と
す
る
者
は
文
部
大
臣
の
許
可
を
受
く
べ

し
。

第
十
三
条　

 

特
別
研
究
生
に
対
し
て
は
学
資
と
し
て
月
額
九
十
円
以
上
を
給
与

す
。
但
し
第
七
条
の
特
別
研
究
生
に
対
し
て
は
此
の
限
に
在
ら
ず
。

第
十
四
条　

 

特
別
研
究
生
に
対
し
て
は
研
究
費
を
徴
収
せ
ず
。
但
し
第
七
条
の

特
別
研
究
生
に
対
し
て
は
此
の
限
に
在
ら
ず
。

第
十
五
条　

 

特
別
研
究
生
其
の
研
究
を
怠
り
又
は
研
究
を
継
続
せ
し
む
る
に
適

せ
ず
と
認
め
た
る
と
き
は
当
該
大
学
は
文
部
大
臣
の
指
示
を
受
け

特
別
研
究
生
の
選
定
を
取
消
す
こ
と
あ
る
べ
し
。
但
し
第
七
条
の

特
別
研
究
生
に
付
て
は
文
部
大
臣
は
其
の
指
示
に
当
た
り
陸
軍
大

臣
又
は
海
軍
大
臣
に
協
議
す
る
も
の
と
す
。

第
十
六
条　

 

前
条
に
依
り
特
別
研
究
生
の
選
定
を
取
消
さ
れ
た
る
者
及
研
究
年

限
終
了
後
の
服
務
義
務
を
怠
り
た
る
者
に
対
し
て
は
文
部
大
臣
は

学
資
及
研
究
費
を
償
還
せ
し
む
る
の
外
適
宜
の
措
置
を
為
す
こ
と

あ
る
べ
し
。

九
州
帝
国
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
七
帝
国
大
学
と
東
京
工
業
大
学
、
東
京
商
科
大

学
、
東
京
文
理
科
大
学
の
三
官
立
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
慶
応
大
学
の
二
私
立
大
学

に
特
別
研
究
生
を
置
く
こ
と
に
な
り
、
一
期
が
二
年
で
あ
り
、
第
二
期
が
三
年
の
研

究
年
限
と
さ
れ
、
定
員
は
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
人
と
二
五
〇
人
以
内
と
さ
れ
た
。
特
別

研
究
生
は
、
大
学
院
に
進
学
す
る
も
の
の
中
か
ら
、
人
物
優
秀
、
身
体
強
健
、
高
度

の
研
究
能
力
を
有
す
る
者
が
選
定
さ
れ
、
学
資
と
し
て
月
額
九
〇
円
以
上
補
助
を
受

け
、
研
究
費
は
徴
収
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
研
究
費
の
返
還
は
要
求
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
卒
業
後
研
究
年
限
の
一
倍
半
の
期
間
を
文
部
大
臣
の
指
定
に
従
い

就
職
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
特
別
研
究
員
制
度
を
受
け
て
、
一
九
四
四
年
四
月
に
通

則
改
正
が
行
わ
れ
、
特
別
研
究
生
の
規
定
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

一
九
四
四
年
度
は
、
文
科
系
学
生
は
採
用
さ
れ
ず
、
九
州
帝
国
大
学
に
割
り
当
て

ら
れ
た
定
員
は
四
三
名
で
、
医
学
部
一
〇
、
工
学
部
一
七
、
理
学
部
六
、
農
学
部
一

〇
の
四
三
名
が
入
学
し
た
。
二
〇
年
に
は
研
究
機
関
の
終
了
し
た
も
の
の
中
か
ら
、

各
学
部
か
ら
候
補
を
出
さ
せ
、
第
二
期
生
へ
三
二
名
推
薦
し
た
。
理
学
部
教
授
会
（
一

九
四
五
年
二
月
一
七
日
）
か
ら
詮
衡
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
も
の
を
紹
介
し
て
お
こ

う
。「

各
教
室
主
任
ヨ
リ
右
候
補
者
十
一
名
ノ
学
業
、
人
物
等
ニ
ツ
キ
詳
細
説
明
ア
リ
タ

ル
後
定
員
六
名
ノ
選
定
方
法
ニ
ツ
キ
諮
ル
所
ア
リ
タ
ル
モ
意
見
」
が
纏
ま
ら
ず
、「
学

部
長
ノ
提
案
ニ
ヨ
リ
物
理
一
、
化
学
三
、
地
質
二
、
而
シ
テ
物
理
ノ
他
ノ
一
名
ヲ
補
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欠
ノ
第
一
」
と
い
う
こ
と
で
取
り
ま
と
め
た
と
あ
る
。

付
記「

図
五－

一
七
『
科
学
研
究
動
員
関
係
書
類
』
表
紙
」
の
写
真
は
割
愛
し
た
。
横
書

き
を
縦
書
き
に
し
た
た
め
、
漢
数
字
な
ど
に
変
換
し
た
。




